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１）人口の高齢化 － 人口減少と後期高齢者の増加 
平成 25 年 9 月 1 日現在、わが国の総人口は 12,718 万人となり、2 年連続
で大幅な減少となった（総務省統計局人口推計平成 26 年 2 月月報による確
定値）。その中で 65 歳以上の高齢者人口は 3,180 万人と過去最高となり、総
人口に占める割合すなわち高齢人口比率（高齢化率）は 25％を占めるまでに
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そして高齢者人口は平成 54 年をピークとするまで増加を続け、その後は
減少に転ずると予測されているものの高齢化率は上昇を続け、平成 72 年に
は 39.9%、国民の 2.5 人に一人が 65 歳以上の高齢者となる社会が到来する
と推計されている。その上、75 歳以上の後期高齢者人口が着実に増加し、平
成 29 年には前期高齢者を上回り、平成 32（2020）年には全人口に占める後
期高齢者の割合が 15%を超えると見込まれている。このことは日本の高齢化
の特徴の一つでもある。 















３）高齢者の経済状況 － 公的年金による所得保障と所得格差 
65 歳以上の高齢者の暮らし向きについてみると、60 歳以上の 7 割以上が
「全く心配ない」「それほど心配ない」とのことであり、この割合は 80 歳以
上では 8 割以上となっている。  
高齢者世帯の一世帯あたりの平均所得金額は 307.2 万円となっており、世
帯人員一人当たりは 197.4 万円で全世帯（全世代）の平均 200.4 万円と大き
な差はない。所得の内訳は、「公的年金・恩給」が 67.5%、次いで「稼働所
得」17.4%となっている。そして公的年金・恩給を受給している高齢者は、
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総所得に占める公的年金・恩給の割合が 80%以上となっている世帯が約 7 割






（2010）年には 75 歳以上で最も高く（0.38 超え）なっており、高齢者の所
得格差が大きいことを示している。ここ約十年間の生活保護受給者の推移を
みると、被保護人員は全体的に年々増加傾向にあるが、65 歳以上人口に占め





 (1)健康状態 － 健康寿命と平均寿命の延び 
「国民生活基礎調査」（平成 22 年）によると、65 歳以上の高齢者について
健康状態に関する有訴者率及び日常生活に影響のある者率でみた場合、人口
千人に対して 471.1 人と約半数が何らかの自覚症状はあるものの、日常生活







者調査」（平成 23（2011）年）による主な傷病別受療率（人口 10 万対）で
みると、例えば男性の 65～69 歳の入院 1,737 人、外来 8,086 人に対して、
75 歳以上になると入院 4,389 人、外来 12,816 人と確実に高くなる。 
加齢と老化および疾病・傷害等の関係は個人差が大きいものの、一般的に
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(2)介護 － 要介護者等は 75 歳以上で割合高い、保険料負担増、 
介護保険制度の要介護認定により要介護または要支援と認定された人、す
なわち要介護者等の数は制度開始以来年々増加し、平成 12（2000）年度を
100（指数）とすると平成 23（2011）年には 207 と 12 年間で倍増した。そ
のうち、65 歳以上 74 歳で要支援と認定された人が 1.3%、要介護が 3.0%な
のに対して、75 歳以上では要支援が 7.8%、要介護が 22.1%となっており、
75 歳以上になると要介護者の割合が 7 倍とかなり高くなっている。第 1 号被
保険者（65 歳以上）に占めるに 65 歳以上の認定者の割合は 17.3%である、 
実際の介護サービス受給者数についても大幅に増加している。1 カ月平均
のサービス受給者数は平成 12（2000）年の 184 万人が、平成 23（2011）年











も整備されてきており、平成 22（2010）年 9 月現在の調査では認知症高齢




ましい。その数は介護保険制度開始前の平成 10（1998）年には 288 施設で













全国平均は、第 1 期月額 2,911 円から始まり徐々に増加、現在の第 5 期は月










望する人が 9 割を超えている。 
 
地方都市における暮らしの変容と実態についての研究―伝統産業に従事する人々の高齢期の生活について福祉の側面から探る（その１）― 
〔 71 〕 
５）高齢者の就業 － 雇用状況 
 高齢者の雇用については、総務省の「労働力調査」（平成 24 年）で全産業
の雇用者数の推移をみると、平成 15（2003）年以降着実に少しずつ増加し
てきている。平成 24（2012）年には 60～64 歳は 742 万人、65 歳以上の雇
用者は 340 万人となっており、同年 6 月 1 日時点で、過去 1 年間に定年に到
達した人のうち継続雇用された人の割合は 73.6%となっている。この定年到
達者については、継続雇用を希望しなかった人が 24.8%と約 4 分の 1 いるも
のの、定年到達後の継続雇用が社会的に浸透してきていると考えられる。 
労働力人口の推移でみると、平成 24（2012）年には全労働力人口に占め





















































〔 73 〕 
Ⅱ．研究対象地域とその高齢者の生活 
 

















畑の農用地が 30.1％、宅地が 4.1％に対して、山林・原野が 65.9％と多くを
山地が占めている。 
 (3)人口 
 平成 24（2012）年 4 月現在、輪島市の人口は 30,508 人であり、このうち
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輪島市全域の人口推移 （各年 9月末、24 年は 4月末） 
（単位：人） 
  平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年
年少
 
0～14 歳 2,881 2,785 2,691






15～64 歳 16,955 16,651 16,220
 53.8% 53.7% 53.1%
15～39 歳 6,514 6,387 6,172





65 歳～ 11,719 11,564 11,597
 37.1% 37.3% 38.0%
前期 4,759 4,560 4,577
65～74 歳 40.6% 39.5% 39.5%
後期 6,960 7,004 7,020
75 歳～ 59.4% 60.5% 60.5%











































島地区 71.3%、続いて隣接仁岸地区 62.0%、七浦地区 59.5%となっている。
旧輪島市であるその他の圏域では、市中心部の河井・鳳至・大屋他圏域 32.6%、
内陸に隣接の 32.4%であり、市北部の町野・南志見圏域 42.0%となっている。 
 









井・鳳至・大屋他圏域をはじめとする 3 つの圏域での独居率の平均は 18.6%
であるのに対して、旧門前町である門前圏域では 29.5%となっており、高齢
化率が際立って高い地域で一人暮らしが多くなっている。特に門前圏域の仁







についてみると、平成 26 年 1 月末現在の世帯類型別受給世帯では、全受給
世帯 211 世帯のうち、高齢者世帯が 132 世帯で 62.6%を占めており、年齢別
では受給者 265 名中 181 名が 60 歳以上と 68.3%となっている。80 歳以上が
65 名で、70 歳以上が全体の 44.5%を占めるほどである。なお、輪島市は石
























また、後期高齢者は 23%、男女ともに 80 歳以上になると急に要介護認定率
が高くなっており、これは認知症の発症が高くなることとも関連していると
のことである。平成 24 年の認知症の発症率は、11.6%で、国の発症率 9.5%












ホームを含めて 8 施設）、介護老人保健施設（1 施設）、介護療養型老人保健
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施設（1 施設）、短期入所等、居宅介護支援事業所（12 事業所）、通所介護等
（8 事業所）、訪問介護（7 事業所）、訪問看護（3 事業所）、グループホーム
（5 事業所）、小規模多機能施設（4 施設）、介護予防施設（4 事業所）、有料
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２．石川県の伝統的工芸品 
国指定の品目数は 10 品目（平成 24 年現在）で全国 6 位、生産額では全国
3 位、伝統工芸士や人間国宝の数では京都に次いで全国 2 位となっている。
なお、10 品目とは、九谷焼、輪島塗、山中漆器、加賀友禅、金沢仏壇、金沢
箔、七尾仏壇、金沢漆器、牛首紬、加賀繍である。 その他、県指定の伝統
的工芸品が 6 品目、未指定が 20 品目である。 
その生産を担う人々は、人間国宝に指定された作家、伝統工芸士に指定さ
れた人々とそれ以外の職人で構成されており、石川県では人間国宝 9 名（平




バブル景気の影響で最盛期であった平成 2（1990）年を 100 とすると平成
23（2011）年には 26.5％にまで落ち込んでいる。中でも国指定のものについ





の 40%程度まで減少している。特に、国指定の 10 品目全体については、平
















































































④環境に配慮した商品開発  など。 
 




























平成 25（2013）年 2 月現在、輪島塗沈金師が会長を務めている。 
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